
                         

     

                         

    

六
月
七
日
、
連
谷
お
助
け
隊
主
催
～
灯

そ
う
千
枚
田
～
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

当
日
は
、
未
明
か
ら
降
り
出
し
た
雨
の

中
、
隊
員
や
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
勢
い

で
雨
を
素
っ
飛
ば
そ
う
と
会
場
づ
く
り

を
開
始
し
た
も
の
の
一
向
に
止
む
気
配

は
な
い
。
そ
ん
な
こ
ん
な
と
心
配
し
て
い

た
雨
も
午
後
に
な
り
止
む
気
配
が
し
だ

し
た
。
誰
も
言
わ
な
い
も
の
の
「
鎮
魂
の

灯
火
」
に
捧
げ
る
心
意
気
に
先
祖
の
魂
が

き
っ
と
天
気
に
し
て
く
れ
た
ん
だ
と
支

度
に
力
が
入
っ
た
。 

 

六
時
半
、
ロ
ウ
ソ
ク
に
灯
を
入
れ
七
時

イ
ベ
ン
ト
開
始
。
来
賓
と
し
て
穂
積
市
長
、

今
枝
衆
議
院
議
員
か
ら
挨
拶
を
、
ま
た
、

下
江
、
柴
田
市
議
も
参
加
い
た
だ
い
た
。

嬉
し
か
っ
た
の
は
過
日
、
穂
積(

市
長)

さ

ん
に
「
お
母
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
来
て
お
く

れ
ん
」
と
お
誘
い
し
た
と
こ
ろ
、
東
京
か

ら
わ
ざ
わ
ざ
新
幹
線
に
乗
っ
て
お
い
で

い
た
だ
き
感
謝
感
激
で
あ
っ
た
。 

 

日
が
暮
れ
る
に
し
た
が
い
千
六
百
本

の
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り
が
作
業
道(

景
観
道)

に
輝
き
、
さ
な
が
ら
「
天
空
に
竜
が
昇
る

が
如
し
」
と
棚
田
に
幻
想
的
な
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
、
地
元
の
我
々
も
、
訪
れ
た

人
々
も
い
っ
と
き
酔
い
し
れ
た
。 

 

会
場
で
は
「
お
助
け
隊
」
の
バ
ザ
ー
も

好
調
で
「
棚
田
っ
娘
」
の
五
平
餅
も
早
々

と
完
売
し
て
し
ま
っ
た
。
保
存
会
は
大
は

そ
り
二
杯
の
シ
シ
汁
を
つ
く
り
協
力
カ

ゴ
を
置
い
た
と
こ
ろ
、
販
売
す
る
よ
り
実

入
り
が
よ
か
っ
た
。 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
連
谷
小
学

校
四
名
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
毎
年
参
加
の
「
こ
ど
も
陣
太
鼓
」

の
演
奏
が
催
し
に
華
を
副
え
た
。 

              

終
演
九
時
、
見
届
け
た
よ
う
に
急
に
雨

が
降
り
出
し
た
。
入
梅
の
時
期
に
開
催
す

る
「
灯
そ
う
千
枚
田
」
は
過
去
に
も
開
催

を
危
ぶ
む
時
や
終
わ
っ
た
瞬
間
雨
に
な

っ
た
事
は
多
々
あ
っ
た
。
九
年
も
続
け
て

開
催
で
き
た
こ
と
は
見
事
に
尽
き
な
い
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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熱演するこども陣太鼓 



真剣に聞き入る児童たち 

校
外
学
習 

① 
六
月
五
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学

校
生
は
田
の
草
取
り
と
稲
の
生
育
調
査
、

梅
取
り
や
地
域
料
理
の
実
習
を
行
っ
た
。 

                           
 

 

田
の
草
取
り
は
二
班
に
分
か
れ
、
株
の

根
切
り
を
主
体
に
行
っ
た
が
、
「
腰
が
痛

い
」
と
か
農
作
業
の
大
変
さ
を
痛
感
し
た

よ
う
だ
。
梅
取
り
は
「
ヘ
ビ
が
い
な
い
か
、

ト
ゲ
が
刺
さ
っ
た
」
と
か
言
い
な
が
ら
も

楽
し
そ
う
だ
っ
た
。 

地
域
料
理
は
千
枚
田
の
お
ば
ぁ
さ
ん
の

指
導
で
五
目
飯
や
天
ぷ
ら
な
ど
を
作
り
、

皆
で
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。 

 

こ
の
、
校
外
学
習
は
田
植
え
、
草
取
り
、

稲
刈
り
、
脱
穀
ま
で
を
実
習
。
市
地
域
整

備
課
、
県
新
城
設
楽
農
水
事
務
所
建
設
課

の
協
力
を
得
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
。 

 
② 
六
月
五
日
、
市
立
鳳
来
中
部
小
学
校

五
年
生(
三
十
四
名)

は
千
枚
田(

概
要
、
自

然
、
環
境
、
文
化)

に
つ
い
て(

舜)

の
案
内

で
学
習
を
行
っ
た
。 

 

児
童
達
は
真
正
面
に
見
る
千
枚
田
に

「
ス
ゲ
ー
ィ
」
と
歓
声
。
ビ
オ
ト
ー
プ
で

は
カ
エ
ル
の
移
殖
か
ら
イ
モ
リ
、
ヘ
ビ
類
、

空
に
は
ワ
シ
タ
カ
ま
で
増
え
、
自
然
の
摂

理
と
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
話
に
興
味

津
々
、
説
明
を
聞
く
眼
が
輝
い
て
お
り
、

つ
い
つ
い
熱
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
断
層

(

地
殻
変
動)

を
指
さ
し
、
こ
の
地
は
千
五

百
万
年
前
は
設
楽
海
と
云
わ
れ
海
で
あ

っ
た
。
僕
た
ち
の
住
む
新
城
市
に
は
有
海

と
か
大
海
、
海
老
な
ど
の
地
名
が
あ
る
の

も
不
思
議
だ
ネ
と
説
明
。
十
王
堂
で
は
人

が
亡
く
な
っ
た
ら
三
途
の
川
原
で
閻
魔

大
王
が
裁
判
長
と
な
り
十
の
王
に
よ
り

極
楽
へ
行
く
か
地
獄
へ
落
と
す
か
の
裁

判
が
行
わ
れ
る
。
等
々
の
噺
に
真
剣
に
聞

き
入
っ
た
。 

                

ふ
れ
あ
い
広
場
に
辿
り
着
い
た
児
童

達
は
眼
下
に
望
む
千
枚
の
水
鏡
に
ヤ
ッ

ホ
ー
と
一
声
に
叫
ん
だ
が
涼
風
に
遮
ら

れ
木
霊
は
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
。 

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会 

 

六
月
一
日
、
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物

館
主
催
「
四
谷
の
千
枚
田
で
生
き
も
の
を

観
察
し
よ
う
」
に
四
十
名
が
参
加
、(

舜)
と
西
本
ふ
た
ば
学
術
委
員
が
講
師
で
開

催
さ
れ
た
。 

視
察 

 

六
月
三
日
、
市
地
域
整
備
課
を
通
し
浜

松
市
北
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

四
十
名
が
来
訪
、
対
応
し
た
。 

取 

材 
 

イ
ギ
リ
ス
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
が
日
本
の
里
山

と
し
て
四
谷
の
千
枚
田
を
選
定
。
六
月
三

日
か
ら
今
月
中
旬
ま
で
景
観
や
農
作
業
、

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
や
ホ
タ
ル
の
撮
影
が

行
わ
れ
る
。
こ
の
地
を
選
ん
だ
経
緯
は

「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
が
縁
で
、
田

園
自
然
再
生
コ
ン
ク
ー
ル
大
臣
賞
受
賞
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

資
料
を
提
供
し
た
。
お
か
げ
で(

舜)

は
外

国
人
相
手
に
三
河
弁
で
夜
明
け
か
ら
夜

中
ま
で
の
お
付
き
合
い
に
大
童
で
あ
る
。 

篤 

志 
 

地
元
、
稲
熊
和
男
さ
ん
か
ら
志
を
頂
き

ま
し
た
。
稲
熊
さ
ん
は
千
枚
田
入
り
口
の

地
主
で
平
成
十
七
年
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の

前
年
に
県
道
か
ら
千
枚
田
を
一
望
で
き

れ
ば
と
林
木
の
伐
採
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
快
諾
、
棚
田
を
真
正
面
か
ら
み
る
姿 

は
日
本
一
と
知
名
度
貢
献
の
善
き
理
解

者
で
す
。
頂
い
た
志
は
貧
乏
で
は
日
本
一

の
保
存
会
運
営
資
金
と
し
て
あ
り
が
た

く
頂
戴
い
た
し
ま
す
。 

今
後
の
予
定 

○ 

六
月
二
十
一
日
、
四
谷
の
千
枚
田
で

「
自
然
観
察
会
」
と
「
ち
ゃ･

cafe

」
が

開
催
さ
れ
る
。
市
農
業
課
へ
電
話
申
し
込
み 

○ 

六
月
二
十
二
日
、
三
遠
南
信
住
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
総
会 

(

舜)

出
席 

    

行 
 

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
日 
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